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学位論文題目: Inflammatory and necrotic actions of nitrogen-containing bisphosphonates(NBPs) and
their inhibition by non-NBPs (clodronate and etidronate) in mice: potential for utilization










おいて報告しているが, non-NBP (Clodronate, etidronate)はNBPsの炎症効果を減じる事が出来る｡今回,
我々はマウスにおける種々のNBPsの壊死作用とnon-NBPsの抗壊死作用について実験した｡マウス耳介部
の皮下に単回注射すると,その投与部位付近に壊死が起こり, NBPsの壊死作用力価はzoledronate >>
pamidronate ≧ alendronate > risedronateであり, ONJ発現頻度に一致する｡対照的に, non-NBPsには壊
死作用は検出されない｡ ClodronateはNBPとの同時投与でNBPよる壊死作用を減弱または抑制するが,
NBPのABREは抑制しない｡一方, EtidronateはNBPの両方の作用を抑制する｡ Clodronateとetidronate
は組織内に取り込まれた各NBPの量を減らす｡特に, etidronateは, zoledronate (ABREと壊死作用の両方
が最も強いビスフオスフォネ-ト)注射16時間後にetidronateを注射したときでもABREを減少した｡これ


























れない.従って, (iv) etidronateをNBPsの代用薬として使うならば, NBPs関連ONJの治療と予防に応用
出来るかもしれない｡
これらの成果は, NBPs関連顎骨壊死に係る今後の研究および臨床に寄与することが多大である｡よって,
本研究は,博士(歯学)の学位授与に値するものと認める｡
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